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下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

趣
旨

公
共
下
水
道
事
業
の
健
全

な
経
営
に
あ
た
り
、
秩
父
市
下
水

道
事
業
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

平
均
24
・
７
％
の
使
用
料
の
改
定

を
行
う
も
の
。

問

改
正
理
由
は
。
ま
た
、
な
ぜ

改
正
が
必
要
な
の
か
。

答

市
の
下
水
道
事
業
は
、
老
朽

化
に
伴
う
改
築
更
新
費
用
の
増
加

に
対
し
、
使
用
料
収
入
は
減
少
す

る
な
ど
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
多
額
の
繰

入
金
に
依
存
し
て
、
経
営
が
維
持

さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
検
討

の
結
果
、
料
金
改
定
は
必
要
不
可

欠
と
の
結
論
に
達
し
た
。

問

市
民
へ
の
影
響
は
。

答

一
般
的
に
３
人
か
ら
４
人
の

世
帯
で
、
改
定
前
４
３
０
１
円
か

ら
改
定
後
５
６
６
５
円
と
な
り
、

金
額
に
し
て
１
３
６
４
円
の
値
上

げ
、
改
定
率
は
31
・
７
％
に
な
る
。

問

８
年
11
月
１
日
を
施
行
日
と

し
た
理
由
は
。

答

下
水
道
事
業
審
議
会
か
ら
、

「
使
用
料
算
定
期
間
や
使
用
者
へ

の
周
知
期
間
な
ど
を
考
慮
し
、
８

年
11
月
１
日
に
施
行
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
」
と
の
答
申
を
受
け
、

こ
の
答
申
に
基
づ
き
決
定
し
た
。

問

基
本
使
用
料
、
従
量
使
用
料

と
も
に
「
一
般
用
」
と
「
公
衆
浴

場
用
」
の
分
類
と
な
っ
て
い
る
が
、

飲
食
店
や
工
場
、
学
校
、
病
院
な

ど
の
施
設
は
「
一
般
用
」
に
区
分

さ
れ
る
の
か
。

答

飲
食
店
や
工
場
、
学
校
、
病

院
、
ま
た
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
民

泊
な
ど
も
全
て
「
一
般
用
」
で
あ

る
。「
公
衆
浴
場
用
」に
適
応
さ
れ

る
の
は
、
市
内
で
は
銭
湯
の
２
施

設
の
み
で
あ
る
。

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

問

補
正
予
算
に
よ
り
、
収
支
に

ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
。

答

収
益
的
収
支
に
お
い
て
支
出

の
増
加
分
よ
り
も
収
入
の
増
加
分

が
上
回
る
た
め
、
そ
の
分
が
改
善

さ
れ
る
と
考
え
る
。

問

既
決
予
定
額
の
収
入
か
ら
支

出
を
引
い
た
５
８
６
７
万
９
千
円

の
赤
字
が
、
今
回
の
補
正
で
４
２

６
２
万
２
千
円
の
赤
字
と
な
り
、

差
額
１
６
０
５
万
４
千
円
分
の
赤

字
解
消
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

答

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
基
準

外
繰
入
金
を
増
や
す
予
定
は
な
い

が
、赤
字
解
消
に
至
る
の
は
難
し
い
。

問

業
務
費
増
額
の
具
体
的
な
内

容
は
。

答

委
託
料
87
万
２
千
円
の
増
額

は
、使
用
料
改
定
に
関
す
る
チ
ラ
シ

を
水
道
の
検
針
時
に
検
針
員
が
各

戸
配
布
を
行
う
委
託
料
で
あ
る
。

ま
た
、
負
担
金
90
万
円
の
追
加
計

上
は
、
使
用
料
改
定
に
伴
う
料
金

シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
の
負
担
金
で
、

シ
ス
テ
ム
の
所
有
者
で
あ
る
秩
父

広
域
市
町
村
圏
組
合
水
道
局
が
シ

ス
テ
ム
の
開
発
者
に
改
修
業
務
を

委
託
し
、そ
の
費
用
を
負
担
金
と
し

て
水
道
局
に
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

討
論反

対

近
年
の
物
価
高
騰
は
依
然
と
し

て
収
ま
ら
ず
、
実
質
賃
金
は
４
年

連
続
マ
イ
ナ
ス
、
年
金
も
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
中

で
自
治
体
に
は
、
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
特
に
光
熱
水
費
の

負
担
増
か
ら
市
民
を
守
る
取
り
組

み
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
物

価
高
騰
が
市
民
生
活
を
直
撃
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ

以
上
の
負
担
を
避
け
る
た
め
に
も
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
増
額

し
、
市
民
生
活
を
下
支
え
す
る
判

断
が
必
要
と
考
え
、
反
対
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
２
件
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

◆
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

◆
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

問

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
国
が

求
め
る
使
用
料
単
価
１
立
方
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
１
５
０
円
と
い
う
基

準
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
の
か
。

答

８
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
の

算
定
期
間
中
に
お
い
て
は
、
使
用

料
単
価
は
１
５
０
円
以
上
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

問

前
回
の
改
定
の
際
に
、
下
水

道
事
業
の
経
営
努
力
を
行
う
と
さ

れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
定
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

下
水
道
未
整
備
地
区
の
計
画

見
直
し
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
の
活
用
、
企
業
債
の
償
還
方

法
の
見
直
し
な
ど
の
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
人
口
減
少

に
伴
う
使
用
料
収
入
の
減
少
や
物

価
高
騰
な
ど
に
よ
り
経
営
環
境
が

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
改
定
が
必
要
と
判
断
し
た
。

今
後
の
経
営
改
善
策
と
し
て
、
太

陽
光
発
電
設
備
や
省
エ
ネ
型
送
風

機
の
導
入
な
ど
、
先
進
技
術
を
活

用
し
た
費
用
の
低
減
化
や
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
水
の
官
民

連
携
）
に
よ
る
事
務
効
率
の
検
討

を
行
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
経
営

の
合
理
化
を
進
め
て
い
く
。

〇
以
上
２
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決

6月定例会（6月3日から24日まで開催）では、市長提出議案15件のほか、議員提出議案1件を審議し
ました。質疑・討論の主な内容は下記のとおりです。議案の結果については、7ページをご覧ください。

６月定例会の議案質疑等の内容

6月定例会本会議の様子（本庁舎４階）
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6 月定例会で審議した議案の結果

人
事
案
件

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
ら
れ
、
市
議
会
は
次
の
方

を
適
任
と
認
め
同
意
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員

横
田
　
　
友

氏

豊
田

恵
男

氏

新
田

恭
一

氏

青
野

孝
司

氏

新
井

一
雄

氏

冨
田

博
明

氏

吉
川
　
　
稔

氏

黒
田

昭
雄

氏

髙
田

忠
一

氏

風
間
　
　
操

氏

浅
見
　
　
健

氏

富
田

典
孝

氏

石
橋
　
　
忠

氏

会派ごとの賛否
市
民
５
人

未
来
３
人

新
政
２
人

公
明
2
人

無会派

議案の件名 議決結果 関
根

三
澤

黒
澤

大
岩
宮
川
土
谷

条
例 下水道条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○
補
正

予
算 下水道事業会計補正予算（第1回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○

人
事
案
件

農業委員会委員の任命（横田友氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（豊田恵男氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（新田恭一氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（青野孝司氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（新井一雄氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（冨田博明氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（吉川稔氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（黒田昭雄氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（髙田忠一氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（風間操氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（浅見健氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（富田典孝氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会委員の任命（石橋忠氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
員

提
出

議
案 非核三原則の堅持を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民 : 市民クラブ　未来 : つなぐ MIRAI　新政 : 新政ちちぶ　公明 : 公明党　無会派 : 会派に属さない議員　※議長は人数に含まれていません。 ○：賛成　×：反対

●
意
見
書

６
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、
議
員
提

出
議
案
の
意
見
書
１
件
が
提
出
さ
れ
、

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
行
政
庁
等
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求
め
る

意
見
書

国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
核

兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を
願

う
被
爆
地
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
非
核
三
原
則
を
堅
持
さ
れ
る
よ

う
強
く
求
め
る
。


